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電気事故・故障の発生状況と防止策
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機器名

高圧過電流ロック形負荷開閉器
SOG（Storage Over current 

Ground）

高圧気中遮断器
AOG（Air Overcurrent

Ground ）

写 真

機 能

お客さま構内で発生した電気設備の事
故（地絡事故、短絡事故）に対し、自動
的に電路を開放※してお客さま設備への
影響を最小限にとどめる為の装置です。
※地絡事故では即開放、短絡事故では配
電線路停電後開放

お客さま構内で発生した電気設備へ
の事故（地絡事故、短絡事故）に対し、
自動的に電路を切りにして他のお客さ
ま設備への影響を最小限にとどめる為
の装置です。
塩害地区設置不可（充電部露出）

以後でてくる用語の説明（ＳＯＧとＡＯＧ）



以後でてくる用語の説明（波及事故）

【波及事故とは】

【波及事故が及ぼす社会的影響】

高圧受電設備等で起きた事故が原因で、電力会社の配電線に接続されている周囲の
住宅、ビル、工場、病院、銀行、交通機関、交通信号システムなど、さまざまな施設
に停電が広がる事故を言います。

電気主任技術者・電力会社へ

至急連絡！！

電気主任技術者と復旧の相談

中部近畿産業保安監督部へ

２４時間以内に速報

３０日以内に電気事故報告書

※電気関係報告規則 第３条

【波及事故が発生したときは】



電気事故・故障の発生状況と原因対策

お客さま設備での感電事故を防止するために

電気火災を防止するために！
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高圧故障件数の年度推移（配電線故障対応含まず）

故障総件数（低圧・高圧設備）

高圧設備故障

＊件数はお客さま100軒あたりの数値 （2019年度 受託軒数 約70,000軒）

近年はほぼ横ばい傾向
2019年度：高圧設備 1,085件 低圧設備 11,389件

雷の多発による影響

台風の影響



鳥獣接触

14%(11%) 雷

9%(4%)

他自然現象

11%(31%)

自然劣化

11%(10%)
設備・保守不備

5%(6%)

過負荷

4%(2%)

樹木・その他接触

1%(4%)

故意・過失

5%(3%)

その他

40%(29%)

2019年度高圧故障原因別発生件数割合

( )内は2018年度の割合



2019年度

鳥獣接触による高圧故障
１５０件発生

小動物の活動時期：3月から11月
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高圧故障原因別件数の年度推移 鳥獣接触

＊件数はお客さま100軒あたりの数値

横ばい傾向！
原因上位を占る！



故障原因上位における考察

３位 ねずみ ２６件２位 へび ２８件１位 鳥 ５８件
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2019年度月別事故・故障発生件数 鳥獣接触



・腕金部分に営巣 ・ＡＯＧの上部に営巣

◆カラスが充電部に接触し地絡事故が発生



柱上・キュービクル等の受電設備に鳥の営巣があれば速やかに
取り除く（柱上にカラスが度々営巣する場合はバードレスマッ
ト等の対策品を設置する）





防蛇テープ





キュービクルの穴・電線の引き込み口、

電気室の換気口・窓などから小動物が

入らないように措置を施す



2019年度

自然現象による高圧故障
２１１件発生
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2019年度月別事故・故障発生件数
総計

高圧

昨年度の低圧・高圧設備事故故障総件数は、12,474 件発生
うち高圧設備事故故障は、 1,085 件発生



浸水位置

＜キュービクル＞ ＜キュービクル内＞

＜電気室＞

＜漂流物＞

＜道路陥没＞＜浸水状況＞

漂流物



＜太陽電池発電設備＞



い
1            

い ・ い

・浸水 229件 ※浸水のうち高圧機器の水没：63件

）（長野支店管内における受託自家用電気工作物の事故・故障対応件数 519件

◆ 発電設備（太陽電池発電設備）の対応件数 235件

・その他 55件

台風発生から１週間

復旧動員：延べ233名

復旧率 ：84%

◆ 需要設備（高圧、低圧）の対応件数 284件



高圧受電設備への浸水対策
■電気設備の設置場所の嵩上げ

■浸水リスクの低い場所 への電気設備の設置

■キュービクルの周りを塀で囲う

■水防ラインの設置（マウンドアップ、止水盤、防水扉）

早期復旧のための取組み

■電気設備関係者と緊急時に備えた対策について

あらかじめ検討しておく

・緊急時の連絡体制

・電気関係の図面を整備

・代替キュービクル手配・設置場所の目途を立てる

＜屋根に設置された架台上キュービクル＞

＜塀で囲われた電気設備 ※＞
※出典「建築物における電気設備の浸水対策ガイドライン」より引用



台風襲来前の備え（飛来物による被害防止）

飛来物となるものと対策

＜飛来物＞

ビニールシート・トタン板・看板・樹木・傘など・・・

＜対策＞

■不要なビニールやシートは片付ける。

■屋根板や壁板を補修・固定する。

■老朽化した看板を撤去又は補強する。

■樹木は剪定する。

■屋外に置いてある傘などは屋内に取り込む。

飛来物が電気設備へ与える影響

電柱や電線の損壊により広範囲に停電

出典「中部近畿産業保安監督部リーフレット」より引用





引き込み口付近に避雷器を設置する

SOGを更新する場合は避雷器を内蔵した機種を設置する

（防止策）
引込口に設置した避雷器

（防止策）
避雷器を内蔵したSOGに取替



2019年度

自然劣化
１１７件発生



0

0.1

0.2

0.3

0.4

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

[ 件 ]

第７図 高圧故障原因別件数の年度推移 自然劣化

＊件数はお客さま100軒あたりの数値

機器の性能向上！
適切な設備更新！



◆経年使用により電源側赤相のブッシング結合部の

密閉材料が劣化し本体内部に水分が侵入

ブッシング結合部



点検・測定において不良であった機器は当然のこと、異常がなくても
設置後一定期間経過した機器は予防保全の観点から設備更新する

機 器
更新推奨時期

弊協会※ 日本電機工業会

高圧気中負荷開閉器 １５～２０年 屋外用：１０年または開閉数２００回

屋内用：１５年または開閉数２００回

ＧＲ付開閉器の制御装置１０年

高圧ＣＶケーブル ２０～２５年 １５年（日本電線工業会調べ）

高圧真空遮断器 ２０～２５年 ２０年または規定開閉回数

高圧交流負荷開閉器 ２０～２５年 １５年

変圧器 ２５～３０年 ２０年

高圧進相コンデンサ ２０～２５年 １５年

高圧限流ヒューズ １０年 ー

その他高圧機器 ２５～３０年 １０～２０年

※更新推奨時期（参考）：各種文献を参考に弊協会として定めた年数です。



0

5

10

15

20

25

30

0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 31～

故

障

件

数

経 過 年 数

高圧機器の経過年数から見た事故・故障件数

【自然劣化（2015～2019年度）】

ＰＡＳ
高圧ケーブル

◆更新推奨時期

・SOG , AOG 15～20年

・高圧ケーブル 20～25年



製作リーフレット
「区分開閉器編」 （2018年）
「高圧ケーブル編」（2019年）
「主遮断装置編」 （2020年）

自家用電気設備事故防止対策連絡会
経済産業省 中部近畿産業保安監督部

（一社）中部電気管理技術者協会
（一社）日本配電制御システム工業会中部支部
（一財）中部電気保安協会
中部大口電力需要家協議会
電気安全中部委員会
中部電力パワーグリッド（株）
中部電気工事業組合連合会

協賛
（一社）日本電設工業協会 東海支部

（公社）日本電気技術者協会 中部支部
（順不同）

【波及事故防止に向けた取り組み】
◆設備更新ＰＲ用リーフレット



電気事故・故障の発生状況と原因対策

お客さま設備での感電事故を防止するために

電気火災を防止するために！



お客さま設備での
感電事故を

防止するために

大半の事故は、充電部に対しての危険意識が薄く
「うっかり」、「思い込み」に起因する事象が多いの
で、むやみに充電部に接近しないことが重要です。



【概要】●●●●●●●●●●

【原因】●●●●●●●●●●

電気取扱者以外の方は、キュービクルの扉を開放しない。

必ず電気主任技術者へ連絡する。

注意 感電事故①

◆管理者の許可なくキュービクルの
扉を開放し、電気の知識がないまま、
高圧充電部へ接近したため。

◆「ＰＣＢ機器を目視確認するため」
「キュービクルの警報ブザーが鳴って
いたため」中を覗き込んだところ、高
電圧の開閉器充電部に頭部が接触して
感電、さらに後方へ転倒し後頭部を負
傷。

お客さま（公衆）の感電 被害者の過失

感電

転倒



【概要】●●●●●●●●●●

【原因】●●●●●●●●●●

キュービクル（受電設備）のカギの管理を徹底する。

停電等の異常があった場合は電気主任技術者へ連絡する。

注意 感電事故②

◆館内が停電したため、職員が見回り
をしていたところ、受電室キュービク
ルの扉が開いた状態で作業者が倒れて
いた。

作業者の感電 被害者の過失

◆作業者が勝手にキュービクルの

扉を開け、変圧器の碍子カバー

内部に接触した（推測）

感電



【概要】●●●●●●●●●●

【原因】●●●●●●●●●●

受電設備の工事をする場合は電気主任技術者へ連絡する。

キュービクルで作業をする場合は停電する。

注意 感電事故③

◆低圧２００Ｖであることで安易に考え
充電部に接近し過ぎたため。

◆キュービクル内の高圧開閉器アクリ
ル板を取付中、取付ネジを拾おうとブ
レーカーの下へ手を伸ばしたとき、充
電中のブレーカー端子へ接触して感電
した。

お客さま（公衆）の感電 被害者の過失

感電



電気事故・故障の発生状況と原因対策

お客さま設備での感電事故を防止するために

電気火災を防止するために！





地震のとき怖いのは火事。特にアイロン、ドライヤー、ファンヒーター
などの熱を出す器具を使っているときは、ブレーカーを切るかプラグを
コンセントから抜きましょう。



◆避難する時は、分電盤のサービスブレーカーを切って

地震や台風などで停電になっても電力会社の送電設備に異常が
無ければ、再び電気は送られてきます｡

避難するときは電気の消し忘れなどによる事故を防ぐために、
分電盤のサービスブレーカーを切ってから避難してください｡



これからも、電気利用に関する幅広いサービスをお届けし環境

に配慮した安心で快適な社会の実現に貢献してまいります。

ご清聴ありがとうございました。
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